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　このSmiley School Life という題名は、今年の佐井寺中学校の後期生徒会がスローガンにした言葉です。

　この言葉をスローガンにしたねらいは、佐井寺中学校の生徒みんなが笑顔で学校生活を送れるようにする、というものです。

　しかし、学校の中に「いじめ」というものが存在してしまうと、笑顔どころか、嫌な気持ちになる人が出てしまいます。「いじめ」には様々な内容があり、テレビでもよく取り上げられています。ですが、その詳細までは深く伝えられていません。

　私は今回、今まで過ごしてきた中で、実際に見たり、聞いたりしたいじめの体験をもとにして、そのいじめをなくしていくための取り組みについて発表していこうと思います。

　まず、実際に私が見たいじめについてお話しします。私が小学四年生だった時、クラスの一部の女子が集まって陰で嫌いな人の悪口を言っていたことがありました。ターゲットを次々と変え、クラスの雰囲気がとても悪くなりました。

　次に、友人が体験したいじめについてお話しします。友人は部活で、先輩と一緒に行動することが多かったそうです。すると、同級生からだんだんと陰口を言われるようになってしまい、少しの間避けられてしまいました。そこで友人は、自らが避けられていると思う人の一人ひとりに「やめてほしい」と伝え、ようやく収まったそうです。今ではみんなと仲良くしています。

　そして、別の友人から聞いたいじめの経験について発表します。友人はLINE上で、友達からのメッセージに長い間返信ができませんでした。それから、その友達の機嫌を損ねてしまい、その子の周りの子からも悪口を言われるようになってしまいました。友人は先生にも相談して何度か話し合い、一応解決はしましたが、今でも少しぎくしゃくとした関係になってしまっているそうです。
　今、私がお話ししたことは、私や友人が実際に見たり体験したりしたいじめの内容です。改めて考えてみると、いじめというものは本当にしてはいけないことだと実感しました。いじめの辛さというのは、受ける方になってみなければわからないものです。そして一番怖いのは、いじめている方が罪悪感を全く抱かずに、平気でいじめを続けてしまっていることです。いじめられている人の気持ちを、いじめている人にも分かってもらいたいです。

　そこで、私たち佐井寺中学校の生徒会では、いじめ撲滅運動という取り組みを行っています。具体的には、現在、全校生徒に「いじめ撲滅川柳」の募集をしています。そして川柳が集まったら、校舎内の壁や階段に掲示していきます。それを毎日目にすることにより、生徒一人ひとりがいじめについてもう一度考え直し、意識を高め、いじめを少しずつでも減らしていこうというものです。

　さらにいじめについてのアンケートを全校生徒にとり、今の学校の現状について、見つめ直していこうと思っています。

　このように、身近なところから、自分たちのできることを精一杯がんばっていこうと思います。

　最後になりますが、皆さんの心がけで絶対に「いじめ」はなくなっていくと信じています。完全になくす、ということは難しいのかもしれません。しかし、私たちが先頭に立って行動していくことにより、笑顔になる人は確実に増えていくと思います。そのためには、日々の過ごし方を変えていかなければなりません。いじめをなくすために一人ひとりがしっかりと意識を高めていきましょう。


